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ＪＰ６５０－０１－２２－０１ 
（ＪＰ－６５０ 乱流） 

＜使用材料＞ 
 
 材  料    商 品 名      概  要     荷 姿    標準施工面積 
 
 シーラー  ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄｼｰﾗｰ JS-410 塩化ゴム系     １５㎏石油缶 ７５～１００㎡／缶 
（ﾓﾙﾀﾙ下地の場合）           1液型溶剤透明ｼｰﾗｰ 
 
 主  材  ｼﾞｮﾘﾊﾟｯﾄ 650 ｼﾘｰｽﾞ   ｱｸﾘﾙ共重合樹脂  ２０㎏ﾍﾟｰﾙ缶   約７㎡／缶 
       標準色         水性仕上塗材 
       JP-650 

       JP-650Ｔ□□□□ 
         （□…数字） 
       特注色 
       JP-650△○○○ 
      （△…英字、○…数字） 

 
 

＜主な施工道具＞ 

・金ゴテ 
 

＜下地調整＞ 

 下地は、モルタル金ゴテ押さえ（平滑）として下さい。 
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ＪＰ６５０－０１－２２－０１ 
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＜乱流仕上げ施工方法＞ 
 
１．シーラー塗布 
                配  合       ＪＳ－４１０     １５ｋｇ 
                塗 布 量       ０．１５～０．２ｋｇ／㎡ 
                施工方法   ローラー刷毛又はスプレーガン 
 
                     ※下地に最適なシーラーを選定して下さい。 
                      ３時間以上４８時間以内 
２．主材 下塗り 

・ジョリパットを無希釈で１．０㎏／㎡となるよう 
                 金ゴテにて平滑に塗布する。 
 
                     夏期 ４時間以上 
                     冬期１２時間以上 
                     乾燥を確認後、次工程に移って下さい。 
３．主材 配り塗り  
                配  合    ＪＰ－６５０ｼﾘｰｽﾞ   ２０ｋｇ 
                塗 布 量       約２．０ｋｇ／㎡ 
                施工道具   金ゴテ 
                       金ゴテにて、材料を均一に配る。 
 
                   追いかけ（５分以内） 
４．パターン付け 
               ・金ゴテで楕円を描くようコテ動かし、ジョリパットの 
                表面を引きずるようにして模様をつける。 
                （図－１） 
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ＪＰ６５０－０１－２２－０１ 
（ＪＰ－６５０ 乱流） 

 

＜施工のポイント＞ 

・金ゴテのエッジを立てず、コテの裏面全体でジョリパットの 
表面を引っ張るようにして楕円状に模様をつける。 
 （図－１） 
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図－１ 
 
・金ゴテを①から②の順に動かし、パターンを付ける。②の方 
 向にコテを抜くと、コテ切れが良い。 
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ＪＰ６５０－０１－２２－０１ 
（ＪＰ－６５０ 乱流） 

○入り隅、出隅の処理方法 

 
・入隅や出隅、幅木のちりは、ジョリパットが乾燥する前に 
 水を浸した刷毛（平刷毛など）で押さえる。（図－２） 
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図―２ 

 

＜施工の注意事項＞ 

 
・施工前に必ずコンパネ等で試し塗りを行い、仕上がり、乾燥 
 性を確認して下さい。 
 
・乾燥が比較的速いため、塗り継ぎ時間に注意して下さい。 
（特に外装の大面積を施工する場合は、作業人工や化粧目地 
 による分割を検討して下さい。） 

 
・天候、風等の条件によっては、極端なパターンの段差部分に 
 ヘアークラックが発生する場合があります。あまり、極端な 
パターンの段差をつけないよう注意して下さい。（図－３） 
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図－３ 
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